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ガンジス・ブラマプトラ・メグナ川が炭素循環に果たす役割
The influence of the Ganges, Brahmaputra river, and Meghna river on global carbon cycle
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世界の大河川は多くの物質を陸から海へ運搬する重要な経路である。ただし、そのまま運搬するだけでなく、河川の
中でも呼吸や光合成といった反応が起き、水質や炭素循環に影響を与えることが近年注目されている。今回の研究では、
バングラデシュを流れる 3つの大河川（ガンジス川・ブラマプトラ川・メグナ川）を対象に、水質の化学分析を行った。
その中で、これらの河川が大気に対して CO2のソースになっていること、そして流下においては風化よりむしろ呼吸や
光合成の影響が大きいことが明らかになった。これらの情報を踏まえ、河川内反応、そして河川自体が炭素循環にどう
影響しているのかを考察していく。
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